
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集期間： 令和８年５月１８日から６月５日まで 

     主 催 ： 松本市・松本市教育委員会 
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全体講評 
 

日本は、見上げれば青い空が広がり、爆弾が落ちてくる恐怖におびえること

もなく、穏やかな日々を過ごすことができています。しかし世界には、この瞬

間も、紛争によって相手からの攻撃におびえ続けている人々がたくさんいま

す。新聞の紙面やテレビ画面、インターネットからは、現実とは思えない悲惨

な状況を伝えるニュースが流れてきます。日本にいると、現実のものという実

感が湧いてきません。 

 今回の作品には、今の日本の平穏な日々が続くことを願う姿や、昔の日本に

想いを馳せる姿、世界のすべての人の平和を祈る姿等、作者の様々な視点によ

る想いや願いが込められています。表現の仕方にも工夫が見られ、読み手が一

瞬で引き込まれます。何より、戦争を許さない、平和を希求したい、という願

いが伝わってきます。この願いを、多くの人が共有し、世界の平和が当たり前

となるよう、私自身も祈り続けます。 

松本市教育委員会     

                   教育長 曽根原 好彦  

 

 

 

 


